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保育者ワークショップ
もらいました。この中で、具象絵画と抽象絵画を見比べて
もらい、どちらが好きか答えてもらいました。
　受講者は、全員予想通り、具象絵画の方が好きだと答
えていました。その理由を尋ねると「何が描いてあるか
はっきりわかるから」との答えでした。他の作品も、同様に
見比べてもらいましたが、答えは同じでした。
　次に、20世紀アメリカの抽象絵画の画家Jackson 
Pol lockの言葉を引用して、彼の制作方法を説明しまし
た。
　Pollockの作品は、床に置いたキャンバスの中に画家自
らが入って、塗料を垂らしながら描かれます。その制作過
1． はじめに
　私は、様 な々場で造形教育、造形活動を行って、絵画を
描いてもらったり、私の絵画を鑑賞してもらったりしてきま
した。そのような場で、私は、多くの人が、「何を描こう
か」、「何が描いてあるのか」といった具体的なイメー ジを
前提に、絵画を描き始めたり、絵画を鑑賞したりすること
を見てきました。その経験から、一般に、多くの人は、絵画
表現や絵画鑑賞の時に、その絵画の意味にとらわれ過ぎ
ているのではないかと考えています。また、若者の中に
は、アニメや漫画に出て来るようなキャラクターや、いわゆ
る「ゆるキャラ」といったものに、強い興味を示す者もいま
す。自由に絵を描かせると、このようなキャラクターを描こ
うとするのです。私は、キャラクターは造形というよりは記
号であると考えます。キャラクターに興味がある人は、
「〇〇」といったキャラクターの名前とイメージ、すなわち
記号に反応します。そこには表現や鑑賞といった造形の
関わりがないことはないでしょうが、極めて限定的になら
ざるを得ないと考えています。このような、表現の意味、記
号へのこだわりは造形にとって否定されるものではありま
せん。しかし、絵画表現や絵画鑑賞の上で、意味や記号だ
けでは、表現の多様性を表現、受容することは不可能で
はないでしょうか。
　幼児の造形表現に日々向き合う保育者にとっても、この
ような、多様な造形の表現能力、受容能力は、大変重要な
ことであると考えます。
2． 開催日及び受講者数
日　　時／平成25年10月5日（土） 13:30〜15:00　
受講者数／4
３．ワークショップの内容
　このワークショップでは、最初に、パワーポイントを見て
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程は、無意識であり、行為の中から作品が生成されていく
特質があります。
　一般的に絵画制作は、描きたいイメー ジ、テーマがあっ
て、意識的に描画行為を行い、完成に至ります。それに対
し、Pollockの作品は、無意識的な描画行為が初めにあ
り、描画行為を通じてイメージやテーマを探り、完成に至
ります。それは、多分に偶然的なものですが、出来上がっ
た作品は必然性を帯びてくるのです。
　このワークショップでは、Pollockの描画過程を参考に
しながら、抽象絵画を作り上げてもらうことにしました。
そのため、受講者に、まず、色画用紙を無意識に近い状態
で自由に切り取りながら面白い「かたち」を見つけてもら
いました。そしてそれを組み合わせて画用紙に貼り付け、
絵画を作ってもらいました。最後に、このような無意識的
な行為を通じて出来上がった作品にテーマをつけてもら
いました。テーマには擬音語を選んでもらいました。擬音
語とは、メ メー （ー羊の鳴き声）、ブーブ （ー豚の鳴き声・
ブーイング）、ドキドキ（心臓の鼓動）、ガチャン（ガラスの
割れる音）、ドカン（爆発音、衝撃音）などです。
3． おわりに
　アンケ トーの結果は、概ね好評でしたが、受講者が４名
と少ないのが残念でした。このようなワークショップを増
やしてほしいとの意見もありました。今後のワークショップ
としては、保育現場の実践にすぐ役に立つもの、すぐには
役に立たないように思えても、造形教育として必要なも
の、それぞれをうまく組み合わせることが望ましいと考え
ています。
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